
東京都千代田区丸の内１－６－１

（コード番号）６７０２

（お問い合せ先）

   広報ＩＲ室長　八木　隆

   TEL　(03)3215-5236

２００２年度 第１四半期 ２００１年度 第１四半期

　2002年4月1日～ 　2001年4月1日～

     　2002年6月30日      　2001年6月30日

億円  億円  ％
売 上 高 9,829   10,897   9.8   

営 業 利 益 290   423   -   

経 常 利 益 512   637   -   

当 期 純 利 益 564   554   -   

円  円  ％
一株当たり当期純利益   28.19     28.04   -   

　　注１）各利益のマイナス（ ）表示は損失であります。

　　注２）財務数値につきましては監査対象外であります。

前　年　同　期　比

２００２年度　第１四半期
連　結　決　算　概　要

２ ０ ０ ２ 年 ７ 月 ２ ６ 日
富 士 通 株 式 会 社



＜富士通グループ　連結＞

[ 連結損益計算書 ]
(単位：百万円）

 982,994 100.0  1,089,779 100.0  106,785  9.8 

 719,817 73.2  794,350 72.9  74,533  9.4 

 292,247 29.8  337,818 31.0  45,571  13.5 

 29,070  3.0  42,389  3.9 13,319 - 

金 融 収 支  4,862  8,694 3,832 

持分法による投資利益  3,522  2,507  6,029 

退職給付積立不足償却額  11,014  8,960  2,054 

そ の 他  2,740  6,225 3,485 

計  22,138  2.2  21,372  2.0  766 - 

 51,208  5.2  63,761  5.9 12,553 - 

事 業 構 造 改 善 費 用  25,899  2.6  17,338  1.5  8,561 

 77,107  7.8  81,099  7.4 3,992 - 

 16,619  1.7  19,645  1.8 3,026 - 

 4,060  0.4  6,011  0.5 1,951 - 

 56,428  5.7  55,443  5.1  985 - 

注）「金融収支」には受取利息、受取配当金及び支払利息を含めて表示しております。

当 期 純 利 益

少 数 株 主 利 益

法 人 税 等

経 常 利 益

特 別 損 益

税金等調整前当期純利益

％

売 上 高

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

２００２年度 第１四半期 ２００１年度 第１四半期

売 上 原 価

科　　　目 2001年4月1日～2002年4月1日～

営 業 利 益

営 業 外 損 益

増減率

％

前年同期比

2002年6月30日 2001年6月30日

売上高比 売上高比

％



＜富士通グループ　連結＞

[ 連結貸借対照表 ]
(単位：百万円）

科　　　目

（2002年６月末） （2002年３月末）

％ ％

資　　産　　の　　部

 流    動    資    産  2,083,969 47.2  2,223,067 48.4  139,098 

現 預 金 及 び 有 価 証 券  343,069  303,786  39,283 

売 掛 債 権  709,303  921,107  211,804 

棚 卸 資 産  678,446  635,972  42,474 

そ の 他  353,151  362,202  9,051 

 固    定    資    産  2,330,959 52.8  2,372,737 51.6  41,778 

有 形 固 定 資 産  1,148,723  1,197,466  48,743 

無 形 固 定 資 産  269,869  277,837  7,968 

投 資 等  912,367  897,434  14,933 

資 産 合 計  4,414,928 100.0  4,595,804 100.0  180,876 

負　　債　　の　　部

 流  　動 　 負  　債  1,808,097 40.9  2,121,224 46.1  313,127 

買 掛 債 務  675,218  826,100  150,882 

社 債 及 び 短 期 借 入 金  657,735  625,354  32,381 

そ の 他  475,144  669,770  194,626 

 固 　 定 　 負 　 債  1,619,120 36.7  1,405,298 30.6  213,822 

社 債 及 び 長 期 借 入 金  1,348,132  1,135,272  212,860 

そ の 他  270,988  270,026  962 

負 債 合 計  3,427,217 77.6  3,526,522 76.7  99,305 

少 数 株 主 持 分  209,902 4.8  215,526 4.7  5,624 

資　　本　　の　　部

資 本 金  324,624 7.3  324,624 7.1 0 

資 本 剰 余 金  519,720 11.8  519,720 11.3 0 

利 益 剰 余 金  11,391 0.3  76,176 1.7  64,785 

その他有価証券/土地再評価差額金  13,497 0.3  14,728 0.3  1,231 

為 替 換 算 調 整 勘 定  90,987  2.1  81,323  1.8  9,664 

自 己 株 式  436  0.0  169  0.0  267 

資 本 合 計  777,809 17.6  853,756 18.6  75,947 

負債、少数株主持分及び資本合計  4,414,928 100.0  4,595,804 100.0  180,876 

有 利 子 負 債 残 高  2,005,867 45.4  1,760,626 38.3  245,241 

＜ご参考＞ （単位：億円）

2002年度(予想) 2001年度(実績) 増減
増減率
％

設 備 投 資

（ う ち 半 導 体 ）

減 価 償 却 費

769  

773) (     

518  

25.1 

63.2)(      

14.7 3,000  

3,069  

1,223) (       

3,518  

2,300  

450) (         

増　減２００２年度　第１四半期 ２００１年度

構成比構成比



＜富士通グループ　連結＞

[ 連結キャッシュフロー計算書 ］
(単位：百万円）

２００２年度 第１四半期 ２００１年度 第１四半期

2002年4月1日～ 2001年4月1日～
2002年6月30日 2001年6月30日

ⅠⅠⅠⅠ

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 77,107  81,099  3,992 

減価償却費及び連結調整勘定償却額 88,122 98,723 10,601 

引当金の繰入額(取崩額) 6,376  9,293 15,669 

持 分 法 に よ る 投 資 利 益 3,522 2,507  6,029 

固 定 資 産 廃 却 16,911 7,584 9,327 

売 掛 債 権 の 減 少 191,146 283,011 91,865 

棚 卸 資 産 の 増 加 45,354  92,545  47,191 

買 掛 債 務 の 減 少 137,956  200,020  62,064 

そ の 他 127,272  163,207  35,935 - 

94,364  140,767  46,403 

ⅡⅡⅡⅡ

有 形 固 定 資 産 の 取 得 42,561  88,097  45,536 

投資及び長期貸付金の減少(増加) 1,506  3,946 5,452 

そ の 他 9,271  8,916  355  - 

53,338  93,067  39,729 

Ⅰ + Ⅱ　（フリーキャッシュ・フロー） 147,702  233,834  86,132 

ⅢⅢⅢⅢ

社 債 及 び 借 入 金 の 増 加 281,129 154,747 126,382 

配 当 金 の 支 払 額 5,005  9,886  4,881 

そ の 他 83,961  10,732 94,693  - 

192,163 155,593 36,570 

ⅣⅣⅣⅣ 4,612  322  4,290 

ⅤⅤⅤⅤ 39,849 78,563  118,412 

ⅥⅥⅥⅥ 299,418 309,984 10,566 

ⅦⅦⅦⅦ 339,267 231,421 107,846 

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

前年同期比

現現現現金金金金及及及及びびびび現現現現金金金金同同同同等等等等物物物物のののの期期期期末末末末残残残残高高高高

投投投投資資資資活活活活動動動動にににによよよよるるるるキキキキャャャャッッッッシシシシュュュュ・・・・フフフフロロロローーーー

財財財財務務務務活活活活動動動動にににによよよよるるるるキキキキャャャャッッッッシシシシュュュュ・・・・フフフフロロロローーーー

科　　　　　目

現現現現金金金金及及及及びびびび現現現現金金金金同同同同等等等等物物物物ににににかかかかかかかかるるるる換換換換算算算算差差差差額額額額

現現現現 金金金金 及及及及 びびびび 現現現現 金金金金 同同同同 等等等等 物物物物 のののの 増増増増 減減減減 額額額額

現現現現金金金金及及及及びびびび現現現現金金金金同同同同等等等等物物物物のののの期期期期首首首首残残残残高高高高

営営営営業業業業活活活活動動動動にににによよよよるるるるキキキキャャャャッッッッシシシシュュュュ・・・・フフフフロロロローーーー



＜富士通グループ　連結＞
［ セグメント情報 ］
事業の種類別セグメント情報 （単位：百万円）

2002年度 第１四半期 2001年度 第１四半期
  2002年4月1日～   2001年4月1日～

　　　2002年6月30日 　　　2001年6月30日 増減率(%)

国　内  255,258  244,778  10,480  4.3 

売 海　外  125,729  130,195  4,466  3.4 

上 外部顧客に対する売上高計  380,987  374,973  6,014  1.6 

高 セグメント間の内部売上高  11,917  10,712  1,205  11.2 

計  392,904  385,685  7,219  1.9 

営　業　利　益  866  1,201  2,067 - 

（営業利益率） 0.2%)    (        0.3%)    (      0.5%)    (      

国　内  265,075  300,935  35,860  11.9 

売 海　外  114,016  173,724  59,708  34.4 

上 外部顧客に対する売上高計  379,091  474,659  95,568  20.1 

高 セグメント間の内部売上高  42,549  40,224  2,325  5.8 

計  421,640  514,883  93,243  18.1 

営　業　利　益  12,976  23,871  10,895 - 

（営業利益率） 3.1%)    (      4.6%)    (      1.5%)    (      

国　内  68,486  76,434  7,948  10.4 

売 海　外  73,504  83,455  9,951  11.9 

上 外部顧客に対する売上高計  141,990  159,889  17,899  11.2 

高 セグメント間の内部売上高  19,456  28,818  9,362  32.5 

計  161,446  188,707  27,261  14.4 

営　業　利　益  7,434  1,971  5,463 - 

（営業利益率） 4.6%)    (      1.0%)    (      3.6%)    (    

国　内  24,768  20,487  4,281  20.9 

売 海　外 - - - - 

上 外部顧客に対する売上高計  24,768  20,487  4,281  20.9 

高 セグメント間の内部売上高  3,161  1,501  1,660 2.1倍 

計  27,929  21,988  5,941  27.0 

営　業　利　益  1,548  980  568  58.0 

（営業利益率） 5.5%)    (        4.5%)    (        1.0%)    (      

国　内  44,426  44,520  94  0.2 

売 海　外  11,732  15,251  3,519  23.1 

上 外部顧客に対する売上高計  56,158  59,771  3,613  6.0 

高 セグメント間の内部売上高  31,378  31,082  296  1.0 

計  87,536  90,853  3,317  3.7 

営　業　利　益  71  346  417 - 

（営業利益率） 0.1%)    (      0.4%)    (        0.5%)    (    

売 上 高  108,461  112,337  3,876 

営業利益  11,003  16,672  5,669 

国　内  658,013  687,154  29,141  4.2 

売 海　外  324,981  402,625  77,644  19.3 

上 外部顧客に対する売上高計  982,994  1,089,779  106,785  9.8 

高 セグメント間の内部売上高 - - - - 

計  982,994  1,089,779  106,785  9.8 

営　業　利　益  29,070  42,389  13,319 - 

（営業利益率） 3.0%)    (      3.9%)    (      0.9%)    (      

＊当期に行った事業区分の見直しに伴い、2001年度第１四半期の数値を組替えて表示しております。

前年同期比
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＜富士通グループ　連結＞

（セグメント別売上高の内訳） （単位：億円）

2002年度 第１四半期 2001年度 第１四半期

  2002年4月1日～   2001年4月1日～

　　2002年6月30日 　　2001年6月30日 増減率(%)

 ソリューション／ＳＩ  1,459  1,398  61  4.4 

 インフラサービス  2,350  2,351  1  0.0 

　ソフトウェア・サービス  3,809  3,749  60  1.6 

 サーバ関連  935  1,155  220  19.0 

 モバイル・ＩＰネットワーク  436  611  174  28.6 

 伝送システム  476  882  406  46.0 

 パソコン／携帯電話  1,505  1,452  53  3.7 

 ＨＤＤ関連  437  645  207  32.2 

　プラットフォーム  3,790  4,746  955  20.1 

 半導体  790  1,050  260  24.8 

 その他  629  548  81  14.8 

　電子デバイス  1,419  1,598  178  11.2 

＊上記売上高は外部顧客に対する売上高であります。

前年同期比
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[経営成績および財政状態 ] 
 
当社グループを取り巻く景況は、昨年来の米国におけるＩＴバブルの崩壊の影響が世界的に広が
り、依然として低い水準に止まっているものの、米国、アジアおよび国内において景気回復の動き
が見られるなど、一定の底入れ感が出てきております。一方、米国通信業界におけるＩＴバブルの
崩壊が深刻さを増し、最近の不正会計疑惑などの事件を契機とした急激な株安・ドル安に伴う米国
市場の混乱が、先行きを不透明なものとしています。 
このような経済環境のもと当第１四半期は、国内においてソフトウェア・サービスのニーズが堅
調に推移したのをはじめ、海外を中心としてロジックＩＣなどの半導体製品の需給バランスが改善
されました。一方、北米をはじめとした国内外の通信事業会社が設備投資の抑制を強めているほか、
パーソナルコンピュータなどのＩＴ製品への企業および個人の需要の回復は斑模様であり、総じて
厳しい状況で推移いたしました。 

 
ＩＴ市場における急激な環境変化に対して当社グループでは、市場やお客様のニーズに即応でき
る体質の実現を目指して、昨年度から大規模な事業構造改革を進めてまいりました。しかしながら、
米国経済の昨今の混乱をはじめとして当社グループを取り巻く事業環境はさらに大きく変化してお
ります。今後とも当社グループでは事業の効率化と最適化を求めて、手綱を緩めず事業構造改革を
進めてまいります。 

 
（１）連結業績 
 
このような状況のもと、当第 1四半期におけるセグメント別の状況は次のとおりです。 
 
１．ソフトウェア・サービス 

売上は、国内においては公共分野および一般企業のＩＴ化の取り組みの進展に伴い、サプラ
イ・チェーン・マネジメント、ＥＲＰ、ミドルウェアを中核とした各種ソリューションの提供
やアウトソーシングなどが堅調に推移したことにより増加いたしましたが、海外においては欧
米の通信事業会社をはじめとした企業のＩＴ投資の抑制などにより減少し、３，８０９億円（前
年同期比２％増）にとどまりました。利益面では、事業の効率化の推進などにより８億円の営
業利益（前年同期は１２億円の営業損失）を計上いたしました。 
 

２．プラットフォーム 
売上は、国内において企業向けＵＮＩＸサーバが伸長したほか携帯電話も好調に推移いたし
ましたが、大規模システム向けの商談が少なく大型サーバやファイルなどが減少したことに加
え、通信事業会社の設備投資抑制により IMT－2000 対応のモバイルシステムが減少したことに
より、国内全体では前年を大きく下回りました。また、海外においては、米国をはじめとした
通信事業会社の深刻な設備投資抑制が続いたことに伴い光伝送システムなどが大幅に減少、さ
らにデスクトップパソコン用小型磁気ディスク装置事業からの撤退による影響などにより、海
外全体でも前年を大幅に下回り、全体では３，７９０億円（前年同期比２０％減）となりまし
た。営業利益面では、前年度に断行した事業撤退、製造体制再編などの事業構造改革の効果に
より損失が縮小し、１２９億円の営業損失（前年同期は２３８億円の営業損失）にとどまりま
した。 

 
３．電子デバイス 

売上は、携帯電話関連を中心とした半導体部品の在庫調整の進展が見られ数量ベースでは大
きく伸長し、前四半期比ではロジックＩＣを中心に大幅に伸長いたしましたが、需給バランスの
回復が遅れているフラッシュメモリでは価格の回復が遅れ伸び悩みました。また、光伝送システ
ムへの投資抑制により需要の回復が遅れている化合物半導体などが前年同期比では大幅に落ち
込みました。一方、需要の本格化した高品質ＰＤＰは増加したものの、全体では１，４１９億円
（前年同期比１１％減）となりました。利益面では、事業構造改革によるコスト削減効果があ
る一方で、フラッシュメモリや化合物半導体などの売上の減少により７４億円の営業損失（前
年同期は１９億円の営業損失）となりました。 
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４．グループ全体 
これらの結果、グループ全体で売上は９，８２９億円と前年同期比１０％の減収となりまし
たが、営業損失は２９０億円（前年同期は４２３億円の営業損失）と前年同期に比べ１３３億
円の損失縮小となり、経常損失は５１２億円（同６３７億円の経常損失）となりました。また、
前年に引き続き事業構造改革を進め事業構造改善費用を計上したことなどにより、当期純損失
は５６４億円（同５５４億円の当期純損失）となりました。 

 
（２）キャッシュフローの状況 

 
当第１四半期の営業活動により生み出したキャッシュフローは、売掛債権の回収が進んだ一方で、
事業構造改善費用の支出や買掛債務などの支払により９４３億円のマイナス（前年同期は１，４０７
億円のマイナス）となりました。投資活動に投じたキャッシュフローは、設備投資を成長分野に絞
り込んだことなどにより５３３億円（前年同期比４３％減）となり、この結果、フリーキャッシュ
フローは１，４７７億円のマイナス（前年同期は２，３３８億円のマイナス）と、前年同期に比べ
８６１億円改善いたしました。また、財務活動によるキャッシュフローは、５月に２，５００億円
の新株予約権付社債を発行したことなどにより１，９２１億円の収入（前年同期比２４％増）とな
りました。 

 
（３）２００２年度の業績見通し 

 
４月公表時以降、半導体において在庫調整が一巡したことを背景として市況に底入れの兆しが見
えてきたものの、米国においては不正会計疑惑事件を発端として通信業界をはじめとするＩＴバブ
ル崩壊の実態が顕在化し、これに伴う急激な株安・ドル安、米国企業の投資意欲の減退など、世界
的に景気先行きに対する不透明感が増しています。また、今後世界的に通信事業会社の構造変化は
避けられず、投資はさらに抑制されることが予想されています。 
これらを踏まえ売上高は、電子デバイスにおいてロジックＩＣを中心に増加が見込める一方で、
光伝送システムやモバイルシステムを中心にプラットフォーム製品が減少するほか、海外を中心に
ソフトウェア・サービス分野の減少が予想されます。なお利益面では、売上が減少するものの事業
の効率化によるコスト削減などにより、営業利益、経常利益および当期純利益は４月公表時の予想
を確保できる見込みであります。 
 
［売 上 高］                                  （単位：億円） 

 2002年度予想  
 ４月時予想 最新予想 差 異  

2001年度実績 

 中間期 通期 中間期 通期 中間期 通期  中間期 通期 

連 結 23,200 52,000 22,500 50,000 700 2,000  23,877 50,069 

単 独 13,000 30,000 12,700 29,000 300 1,000  14,288 30,344 

 
 

上記見通しには、主要市場における製品・部品の需給動向（日本および欧米など）、為替相場、日米の株式市況などに不

透明な面があり、実際の業績は見通しと異なる場合がありえることをご承知おき願います。 
 



＜ご参考＞
１．セグメント別売上高の内訳 （単位：億円）

2002年度(予想) 2001年度 増減率(%)
4月時予想 今回予想 差異 （実績）

 ソリューション／ＳＩ 10,700 10,400   300 9,389 10.8 
 インフラサービス 12,100 11,500   600 11,469 0.3 
　ソフトウェア・サービス 22,800 21,900   900 20,858 5.0 
 サーバ関連 4,800 4,800 - 5,211   7.9 
 モバイル・ＩＰネットワーク 2,500 2,200   300 2,420   9.1 
 伝送システム 3,200 2,600   600 3,878   33.0 
 （うち北米伝送） 1,000)(       700)(           300)(   1,592)(         56.0)(    
 パソコン／携帯電話 6,500 6,500 - 6,268 3.7 
 ＨＤＤ関連 2,100 1,900   200 2,374   20.0 
　プラットフォーム 19,100 18,000   1,100 20,152   10.7 
 半導体 3,700 3,800 100 3,320 14.5 
 その他 2,800 2,800 - 2,145 30.5 
　電子デバイス 6,500 6,600 100 5,465 20.8 
　金融／その他 3,600 3,500   100 3,593   2.6 
　合計 52,000 50,000   2,000 50,069   0.1 
＊上記売上高は外部顧客に対する売上高であります。

２．パソコンの出荷台数
①地域別内訳     (単位：万台）

2002年度(予想) 2001年度
4月時予想 今回予想 差異 （実績）

　日本 260 260 - 258 
　欧州 330 320   10 304 
　北米 12 12 - 12 
　アジア 10 11 1 9 
 合計 612 603   9 583 

②構成比率
2002年度(予想) 2001年度

4月時予想 今回予想 （実績）
　デスクトップ 46% 47%
　ノートブック 54% 53%

３．ＨＤＤの生産台数     (単位：万台）
2002年度(予想) 2001年度

4月時予想 今回予想 差異 （実績）
　生産台数 1,070 1,000   70 1,405 

４．携帯電話の出荷台数     (単位：万台）
2002年度(予想) 2001年度

4月時予想 今回予想 差異 （実績）
　出荷台数 277 310 33 226 

５．電子デバイスの状況
①半導体生産高（ワールドワイド）     (単位：億円）

2002年度(予想) 2001年度 増減率(%)
4月時予想 今回予想 差異 （実績）

4,300 4,300 3,980  8.0 
　（うち社内向け） 500)(         500)(         660)(           24.2)(    

②半導体品種別生産比率
2002年度(予想) 2001年度

4月時予想 今回予想 （実績）
　ロジック 53% 55%
　システムメモリ 38% 39%
　化合物半導体他 9% 6%

49%
51%

- 
-)(           

54%
35%
11%
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６．設備投資・減価償却費（連結） （単位:億円）
2002年度(予想) 2001年度 増減率(%)

4月時予想 今回予想 差異 （実績）
　ソフトウェア・サービス 850 800   50 465  71.8 
　プラットフォーム 550 550 - 599  8.3 
　電子デバイス 900 850   50 1,802  52.9 
　（うち半導体） 450)(         450)(         -)(           1,223)(         63.2)(    
　全社共通他 100 100 - 201  50.4 
　設備投資合計 2,400 2,300   100 3,069  25.1 
　　国内 2,050 1,950   100 2,444  20.2 
　　海外 350 350 - 625  44.0 
　減価償却費 3,100 3,000   100 3,518  14.7 

７．為替レート(ＵＳドル)：業績予想前提レート
2002年度第２四半期（予想）

4月時予想 今回予想 差異
業績予想前提レート 130円 120円 10円

2002年度下期（予想）

4月時予想 今回予想 差異
業績予想前提レート 120円 120円 -円
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